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問
ひ
だ
ま
り
の
家

  

☎
552-

１
０
０
０ 　

552-

１
１
５
４

FAX

「輝く明日へ」
人権シリーズ②

～
ひ
だ
ま
り
の
家
の
取
組
み
～

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
拠
点

　

十
里
に
あ
る
ひ
だ
ま
り
の
家
は
、「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
拠
点
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
市
の
施
設
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
を
も
つ
隣
保
館
と
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
あ
い
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
教
育
事
業
や
啓
発
・
交
流
事
業
、
福
祉
事
業
、
相
談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
図
書
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
児
童
書
や
人
権
図
書
を
中

心
に
約
1
万
３
千
冊
の
本
が
並
ん
で
い

ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
本
に
親
し
む
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
本
を
と
お

し
て
親
子
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
な

ど
広
く
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
お
は
な
し
会
や
親
子
ふ
れ
あ
い
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、館
内
に
は
、「
人
権
の
木
」
や
、

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
「
に
じ

い
ろ
の
さ
か
な
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
作
品
も
多
く
の
人
の
参

加
に
よ
り
出
来
あ
が
っ
た
も

の
で
、
人
権
に
対
す
る
思
い

が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

長
さ
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
十
里
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

年
表
は
、
事
業
内
容
の
列
挙

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
そ
の
当
時
の
思
い
を

聞
き
、
写
真
や
吹
き
出
し
、
十
里
ま
ち

づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
記
事
を
引
用

し
、
分
か
り
や
す
く
事
業
の
概
要
、
地

域
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
解
放
の
力
を
つ
け
、
自

己
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
就
学
前
、
小
・

中
学
生
の
自
主
活
動
学
級
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
や
解
放
の

た
め
の
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

な
ど
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
宝
西
学
区
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

「
こ
こ
ろ
の
た
い
け
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
地

域
周
辺
に
あ
る
偏
見
や
決
め
つ
け
の
解
消

に
向
け
、
地
域
の
魅
力
を
知
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
宝
西
学
区
の
０
～
1
歳
児
を
対
象

に
し
た
子
育
て
支
援
事
業
「
ぽ
か
ぽ
か

ひ
ろ
ば
」
で
は
十
里
地
域
と
近
隣
地
域

の
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
親
子

で
活
動
で
き
る
遊
び
場
を
提
供
し
、
育

児
仲
間
を
広
げ
、
差
別
と
向
き
合
え
る

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

　

ま
た
、
ひ
だ
ま
り
の
家
で
は
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
の
各
種
講
座
や
、
大
正
琴

な
ど
の
自
主
活
動
学
級
が
あ
り
、
幅
広

い
世
代
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
施
設
の
目
的
や
取
り
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、「
関
わ
り
を
も
っ
て
も

ら
う
」
こ
と
に
焦
点
を
置
き
、「
講
座
や
自

主
活
動
学
級
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
意

識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

例
年
10
月
の
第
３
土･

日
曜
日
に
行

わ
れ
る
「
大
宝
西
ふ
れ
あ
い
解
放
文
化

祭
」
は
、
差
別
を
な
く
し
た
い
願
い
・

思
い
を
伝
え
、
み
ん
な
で
共
有
す
る
機

会
で
す
。
約
50
人
の
メ
ン
バ
ー
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
人
権
啓
発
劇
の
上

演
や
部
落
差
別
問
題
学
習
、
各
種
展
示

発
表
、
人
権
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
な
ど
多
様
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

21
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
人
と
人  

つ
な
が
っ
て　

広
げ
よ
う

人
権
の
輪
」
で
す
。
新
し
い
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
、
縦
に
も
横
に
も
つ
な
が

り
、
大
き
く
広
が
っ
て
、
人
権
社
会
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
…
10
月
15
日
㈯　

11
時
～

　
　
　
　

10
月
16
日
㈰　

10
時
30
分
～

■
場
所
…
ひ
だ
ま
り
の
家
お
よ
び
周
辺

人
権
を
考
え
る
き
っ
か
け
の
場

教
育
・
啓
発
・
交
流
活
動

大
宝
西
ふ
れ
あ
い
解
放
文
化
祭

長さ10メートルを超える
十里まちづくり事業の年表

地域の魅力を知る「こころのたいけんクラブ」
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平
成
27
年
度

介
護
保
険
事
業
運
営
状
況

表１　歳入総額のうち介護給付費の財源内訳　
金　額 構成比

第１号被保険者介護保険料 7億5,488万9千円 26.5%
介護給付費支払基金交付金（第２号被保険者） 7億9,969万8千円 28.0%
介護給付費準備基金繰入金 0円 0.0%
国 庫 支 出 金 5億2,727万１千円 18.5%
介護給付費財政調整交付金 ５４８万3千円 0.2%
県 支 出 金 4億   750万４千円 14.3%
繰 入 金(栗 東 市 負 担 分 ） 3億5,640万5千円 12.5%
合　　　　　　　　　　　計 28億5,125万円 100.0%

医療機関 住所 電話
うつのみや医院 十里136-2 552-1888

片岡クリニック
安 養 寺 八 丁 目
1-33ナ カ ザ ワ メ
ディカルビル２Ｆ

554-7415

きづきクリニック 岡195-1 553-8051
☆ごとう医院 御園1829-1 559-2782
こびらい生協
診療所

小 平 井 三 丁
目2-25 553-9696

三愛小児科
診療所

小 柿 六 丁 目
10-2 553-6656

耳鼻咽喉科
岩崎医院

霊仙寺一丁目1-32
カサベルデ１Ｆ 552-8719

てはらクリニック 手原五丁目6-12 554-1112
パームこども
クリニック 野尻440 551-2110

ひえだ医院 辻251-5 551-5388
まるやま医院
（日曜日可）

野尻590
あかつきビル１Ｆ 554-8881

栗東よしおか小児科 綣三丁目5-17 596-3700
☆済生会滋賀県病院 大橋二丁目4-1 552-1221

表２　歳出総額のうち介護給付費の支給内訳
　介護認定を受けた人が利用した介護サービス費用の９割または８割を保
険から給付しています。残りの１割または２割は利用者が負担しています。

金　額 構成比
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 15億6,111万7千円 5４．８%
施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 8億2,460万1千円 28.9%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 費 1億8,918万5千円 6.6%
介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 1億1,557万8千円 4.1%
特定入所者介護サービス費 8,782万6千円 3.1%
高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 4,576万8千円 1.6%
高額医療合算介護サービス費 660万2千円 0.2%
住 宅 改 修 費 1,318万1千円 0.5%
審 査 支 払 手 数 料 344万2千円 0.1%
福 祉 用 具 購 入 費 395万円 0.1%
合 計 28億5,125万円 100.0%

　

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
運
営
収
支
は
歳

入
総
額
で
31
億
1
６
６
８
万
円
で
す
。

表
１
の
ほ
か
地
域
支
援
事
業
分
に
か
か

る
介
護
保
険
料
や
国
、
県
お
よ
び
市
な

ど
が
拠
出
す
る
交
付
金
や
繰
入
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

　

一
方
、
歳
出
総
額
は
30
億
４
６
７
４
万

2
千
円
で
、
表
2
の
介
護
給
付
費
の
ほ

か
要
介
護
認
定
審
査
な
ど
運
営
上
の
経

常
事
務
経
費
や
地
域
支
援
事
業
に
か
か

る
必
要
経
費
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
に
伴

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
期
間
…
１
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で
に
３
回
の
接
種
を
終
了
し
ま
す
。

■
料
金
…
無
料

■
標
準
的
な
回
数
と
間
隔
…
合
計
３
回

接
種
し
ま
す
。

・
１
回
目
：
生
後
２
か
月
以
降

・
２
回
目
：
１
回
目
接
種
か
ら
27
日

（
４
週
）
以
上
の
間
隔
を
あ
け
る

・
３
回
目
：
１
回
目
の
接
種
か
ら

１
３
９
日
（
20
週
）
以
上
の
間
隔
を

あ
け
る

■
接
種
方
法
…
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
（
実
施
医
療
機
関
は
表
参
照
）

※
１
歳
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
定
期
接

種
の
対
象
外
と
な
り
、
費
用
も
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

う
要
介
護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

介
護
給
付
費
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と

4
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
本
市
の
介
護
保
険
を
運
営
す

る
う
え
で
貴
重
な
財
源
と
し
て
満
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
に
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
介
護
保
険
料
は
、
要
介
護
や
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
し
た
介

護(

介
護
予
防)

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

給
付
費
の
支
払
い
や
地
域
支
援
事
業
の

推
進
経
費
に
の
み
充
て
て
い
ま
す
。
実

績
額
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

  

☎
551-

０
２
８
１ 　

551-

０
５
４
８

問
健
康
増
進
課 
管
理
係
  

☎
554-

６
１
０
０ 　

554-

６
１
０
１

FAX

10月１日から「Ｂ型肝炎ワクチン」の定期接種が始まります
■
Ｂ
型
肝
炎
と
は
…

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
で
す
。
感
染
状
態
が
続
く
と

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
・
肝
が
ん

な
ど
命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

抗
体
獲
得
率
の
高
い
０
歳
児

の
時
期
に
接
種
を
し
て
予
防
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
対
象
者
…
平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
に
出
生
し
た
１
歳
未

満
の
人

※
た
だ
し
、
母
子
感
染
予
防
の

た
め
に
Ｈ
Ｂ
ｓ
人
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
の
投
与
に
併
せ
て

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
た
場
合
は
、
保
険
適

用
と
な
る
た
め
、
定
期
接
種

FAX

▼B型肝炎予防接種実施医療機関

※受診前に必ず予約確認をしてください。
☆はかかりつけ患者のみ実施。
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８
月
27
日
、
葉
山
東
小
学
校

一
帯
で
「
栗
東
市
防
災
総
合
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
の
も
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
防
災
機
関
が
連
携
し

な
が
ら
訓
練
を
展
開
。

　

土
砂
災
害
防
止
活
動
（
水
防

工
法
）、
避
難
所
運
営
訓
練
（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）、
水
害
図
上
訓
練
（
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｉ
Ｇ
）、
応
急
炊
飯
訓
練
な

ど
、
市
民
参
加
に
よ
る
学
習
体

験
型
の
訓
練
が
多
く
盛
り
込
ま

れ
、
市
全
体
の
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
…

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
温
か
く

見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
で
あ
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
気
軽
に

集
え
る
場
と
し
て
、「
第
１
回
に
こ
に

こ
カ
フ
ェ
・
こ
ん
ぜ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
介
護
予
防
体
操
や
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
介
護
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

時
間
内
は
自
由
に
出
入
り
で
き
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
10
月
28
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金
勝

◦
参
加
費
…
１
０
０
円

問
こ
ん
ぜ
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
（
担
当
：
白
木
）

     

☎
558-

０
０
５
６

◦
開
講
日
…
10
月
25
日
㈫

　
　
　
　

   

９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
場
所
…
草
津
保
健
所
（
草
津
市
）

◦
対
象
…
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人
で
、
月
2
回
程
度
の
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
※
」
の
講

師
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
え
る
人

　

①
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
修

了
者
②
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー

研
修
修
了
者
③
介
護
相
談
員
④
「
公

益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
会
員
⑤
そ
の
他
認
知
症
に
関
す

る
基
本
的
な
知
識
や
介
護
経
験
な
ど

が
あ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の

業
務
を
適
切
に
実
施
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
人

◦
受
講
料
…
無
料　
　
　
　
　
　

◦
申
込
み
…
10
月
7
日
㈮ 

17
時
ま
で

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  　

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

FAX

FAX

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
講
座
」
受
講
者
募
集

「
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ
・
こ
ん
ぜ
」
を
開
催

認知症になっても安心して
暮らし続けられる栗東市を目指して

認知症キャラバン・メイト養成講座

①④倒壊家屋からの救出救助訓練②水害図上訓練③広域避難所運営訓練などにより、
土砂災害・地震災害への対応を訓練しました

防
災
総
合
訓
練
で
防
災
力
向
上

１３

２４
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　本市の平成27年度決算における健全化判断比
率は、いずれも早期健全化基準を下回っています。
　将来負担比率については、市の負担する債務残
高を低減させたことなどにより、昨年度の206.9
％から20.8ポイント減少しました。しかし、他
市との比較においては依然として非常に高い比率
ですので引き続き低減努力を行います。
　実質公債費比率については、昨年度の17.4％と
比較し0.1ポイント減少しました。しかし、平成
25年度に市土地開発公社の抜本的改革として、第
三セクター等改革推進債を発行したことから、今
後はその償還が比率に負の影響を及ぼします。
　今後も、中長期的な財政見通しをもって、早期
の財政健全化に向けた取り組みを進めていきます。
市民の皆さんのご理解をお願いします。

区分 栗東市 経営健全
化基準

財政再生
基準

大津湖南都市計画事業栗東駅前
土地区画整理事業特別会計 不足なし 20.0 制度なし

農業集落排水事業 
特別会計 不足なし 20.0 制度なし

水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

公共下水道事業 
会計 不足なし 20.0 制度なし

●平成27年度決算における資金不足比率（表２）
（単位：％）

●平成27年度決算における健全化判断比率（表１）

区分 栗東市 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字
比率 赤字なし 12.87 20.0

連結実質
赤字比率 赤字なし 17.87 30.0

実質公債費
比率 17.3 25.0 35.0

将来負担
比率 186.1 350.0 制度なし

（単位：％）

問財政課 財政係　☎551-0100　 FAX 554-1123

注 １【一般会計など】…市では、「一般会計」「土地
取得特別会計」「墓地公園特別会計」「大津湖南都
市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会計」
があります。

注 ２【標準財政規模】…地方公共団体の一般財源（使
途が特定されていない財源）の標準規模を示すも
ので、税収入・各種譲与税・県税交付金などで構
成されます。

注 ３【公営企業会計】…市では、「大津湖南都市計画
事業栗東駅前土地区画整理事業特別会計」「農業集
落排水事業特別会計」「水道事業会計」「公共下水
道事業会計」があります。

平成27年度決算の財政健全化判断比率などを公表
　地方公共団体の財政状況にかかる情報の公開
度、透明度を高めて、その団体の財政事情を市民
の皆さんにより分かりやすくすることと、財政事
情の悪化を未然に防ぐことを目的として「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律」が、平成
19年６月に公布されました。
　この法律では、特別会計や公営企業会計も合わ
せた連結決算により、地方公共団体の財政の健全
性を判断する下記①～④の指標（財政健全化判断
比率）と、公営企業の経営健全性を判断する指標

（資金不足比率）で明らかにし、「早期健全化」と
「財政再生」の２段階で財政の悪化具合をチェッ
クします。
　この比率は、平成19年度決算から公表が義務
付けられ、平成20年度決算以降は、比率が一定
の基準を超える団体は、「早期健全化計画」ある
いは「財政再生計画」を策定し、早急に財政事情
の改善に努めなければなりません。

◆市財政の健全性を判断する指標（表１）
① 実質赤字比率…一般会計など（注１）の実質赤

字が標準財政規模（注２）に占める割合
② 連結実質赤字比率…本市の全会計の実質赤字
（または資金不足額）が標準財政規模に占める
割合

③ 実質公債費比率…一般会計などが負担する公債
費が標準財政規模に占める割合

④ 将来負担比率…一般会計などが将来負担すべき
債務が標準財政規模に占める割合

◆公営企業の経営健全性を判断する指標（表２）
◦ 資金不足比率…資金不足額が公営企業会計
（注３）の事業規模に占める割合
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りっとうの
商工振興

り
っ
と
う
創
業
塾
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
創
業
支
援

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-

０
１
４
８

問
生
活
交
通
課 

交
通
対
策
係

  

☎
551-

０
２
９
１ 　

551-

０
１
４
９

FAX

FAX

り
っ
と
う
創
業
塾

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　

創
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
将
来
独
立

開
業
を
考
え
て
い
る
人
、
創
業
後
５
年

以
内
の
人
な
ど
を
対
象
に
開
講
す
る
創

業
に
向
け
た
知
識
を
習
得
す
る
講
座
で

す
。
税
理
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
弁
護
士
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
講
師
陣
が
受
講
者
の
創
業
の
夢

の
実
現
に
向
け
て
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、
り
っ
と
う
創
業
塾
は
特
定
創

業
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
実

施
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
栗
東
市

の
証
明
を
受
け
た
人
は
創
業
時
に
次
の

特
典
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
が
半
額

と
な
り
ま
す
（
市
内
で
会
社
を
設
立

し
た
場
合
の
み
）。

②
無
担
保
・
第
３
者
保
証
人
な
し
の
創
業

関
連
保
証
の
枠
が
１
０
０
０
万
円
か

ら
１
５
０
０
万
円
に
拡
充
し
、
事
業
開

始
６
か
月
前
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新
創
業
融

資
制
度
」
に
つ
い
て
、
創
業
資
金
総

額
の
10
分
の
１
以
上
の
自
己
資
金
要

件
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

趣
味
や
特
技
を
い
か
し
て
お
店
を
開

き
た
い
が
、
実
際
に
店
舗
を
持
つ
の
は

ま
だ
自
信
が
な
い
な
ど
の
不
安
を
抱
え

て
い
る
創
業
希
望
者
が
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅

前
の
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
の
施
設
に
出

店
し
、独
立
開
業
を
目
指
す
事
業
で
す
。

　

栗
東
市
商
工
会
の
担
当
職
員
が
経
営

指
導
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
出
店
者
が

実
践
の
中
で
店
舗
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
し
、
創
業
の
夢
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

栗
東
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
き
、
国
の
認
定
を
受
け
た
栗
東
市
創
業
支
援
事
業
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
り
っ
と
う
創
業
塾
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

自転車損害賠償保険に加入しましょう
　

10
月
か
ら
「
滋
賀
県
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
（
滋
賀
県
自
転

車
条
例
）」
で
、
自
転
車
損
害
賠

償
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
は
法

律
上
、
自
動
車
と
同
じ
「
車
両
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
交
通
事
故
を
起
こ
せ

ば
刑
事
上
の
責
任
や
民
事
上
の

責
任
、
道
義
的
な
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
が
、
自
分
や
家
族

を
守
る
た
め
に
も
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
な
ど
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
種
類

　

多
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
や
家

族
に
あ
っ
た
保
険
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
向
け
損
害
賠
償
保
険
…

　

自
転
車
事
故
に
備
え
た
保
険
で
、
滋

賀
県
交
通
安
全
協
会
や
各
損
害
保
険

会
社
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

②
個
人
賠
償
責
任
保
険
…

　

自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
、
傷
害
保

険
、
各
種
共
済
、
団
体
保
険
な
ど
に

付
帯
す
る
個
人
賠
償
責
任
保
険
で
、

各
損
害
保
険
会
社
や
各
共
済
組
合
が

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

③
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
…

　

自
転
車
安
全
整
備
店
で
整
備
さ
れ
た

自
転
車
に
貼
付
さ
れ
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

に
保
険
が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
と
は

年
に
１
回
、
自
転
車
安

全
整
備
店
で
、
有
料
の

点
検
・
整
備
を
受
け
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
貼
り
付
け
を
依
頼
す
る

と
、
整
備
済
み
の
自
転
車
に
貼
り
付
け

ら
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
「
傷
害

保
険
」
や
「
対
人
賠
償
責
任
保
険
」
が

付
帯
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
保

険
の
有
効
期
限
は
、
自
転
車
安
全
整
備

士
が
整
備
し
た
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

【自転車が加害者となった事故の例】
①自転車と歩行者の事故
　小学生の児童が自転車で坂を下っている際

に女性と衝突。被害者は寝たきりの状態と
なった。→損害賠償額：約 9,500 万円

②自転車同士の事故
　男子高校生が車道を横断し、対向車線の自

転車の男性と衝突。被害者には後遺障害が
残った。→損害賠償額：約 9,300 万円
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　食事は楽しく、和やかに

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～むし歯は初期（小さい時期）に治療しましょう～

～路上喫煙はやめましょう～

■国民健康保険税の納税義務者は世帯主
　世帯主が国保加入者でない場合でも納税義
務者となります（擬制世帯主）。
■前年中の所得が一定額以下の世帯は均等

割、平等割が軽減
・７割軽減：世帯の所得合計額が33万円以下
・５割軽減：世帯の所得合計額が33万円＋（26.5

万円×被保険者数）以下
・２割軽減：世帯の所得合計額が33万円＋（48

万円×被保険者数）以下
■非自発的失業者への軽減
・対象者：離職時点で65歳未満であること、

離職日が平成21年３月31日以降であるこ
と、雇用保険受給資格者証をお持ちで、離
職理由コードが規定のものに該当する人。

・軽減内容：前年の給与所得を100分の30
として、所得割の算定や均等割、平等割の
軽減判定をします。

・軽減期間：離職日の翌日の属する月から、
その月の属する年度の翌年度末まで。

※軽減を受けるためには申請が必要です。

国民健康保険税の軽減

提出先・問合せ…税務課 市民税係　
　　　　 ☎ 551-0106　 FAX 551-2010

　路上喫煙は、子どもをはじめ他の歩行者に
直接的な危害を加える可能性があるだけでな
く、受動喫煙による健康への被害を与えま
す。また、吸い殻のポイ捨てにより、街の美
観を損ねるなど多くの迷惑行為が社会問題化
しています。
　市では、路上喫煙の防止に関する条例を制
定し、路上喫煙の防止に取り組んでいます。
ともに協力し、マナーやモラル意識の高い、
安心・安全で快適なまちにしていきましょう。
■喫煙者の皆さんへ
・屋外では他人に迷惑を及ぼす恐れのある歩

行中（自転車運転中を含む）の喫煙はやめ、
指定場所で喫煙しましょう。

 ・マナーを自覚し、吸い殻は
適正に処理しましょう。

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

　むし歯（Ｃ）は進行状況によってＣ０～Ｃ４の
５段階に分類されます。

Ｃ０：むし歯の初期段階でエナメル質が少し溶け
はじめて、白く濁っていたり、溝が茶色く
なっていたりします。

Ｃ１：歯の表面に穴があいた状態で、痛みはあり
ません。

Ｃ２：まだ神経に達していないので痛みはありま
せんが冷たいもの、甘いものがしみる事が
あります。

Ｃ３：むし歯が神経に達し激しい痛みをともない
ます。

Ｃ４：神経が死んでしまった状態です。

【それぞれの治療法】
Ｃ０：適切な歯みがきやフッ素塗布などで治るこ

ともあります。
Ｃ１：再石灰化に期待または削って詰めるなど最

小限ですみます。　　　
Ｃ２：削って詰めるまたは型取りして銀歯などを

詰めます。　　　　　　　　　
Ｃ３：残念ながら歯を大きく削り，神経を取り除

きます。
Ｃ４：歯の保存が困難になり抜歯に至るケースが

多いです。

　Ｃ３やＣ４の状態になるまで、むし歯を放置す
ると歯を失う可能性が高くなります。また、むし
歯は放置すればするほど、治療回数や治療日数が
増加して、治療費もかかるため、むし歯が小さい
うちに治療することが大事です。
　そのためにも、かかりつけ歯科医を持ち、年に
１～２回は大人も子どもも歯の定期検診を受けま
しょう。
＜栗東市歯科保健専門委員会＞
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